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2018年３月 23日 

各  位 

会 社 名  株式会社 東芝 

東京都港区芝浦１－１－１ 

代表者名   代表執行役社長 綱川 智 

       (コード番号：6502 東、名) 

問合せ先   執行役常務 長谷川 直人 

Tel 03-3457-2100 

 

当社のブラジル子会社の譲渡について 

 

当社は、当社のブラジルにおける連結子会社である東芝南米社の発行済の全株式を、TSEA 

PARTICIPAÇÕES S.A.社（以下、TSEA 社）に譲渡（以下、本件譲渡）することを決定し、本

日、TSEA社と株式譲渡契約（以下、本契約）を締結しましたことを、下記の通りお知らせし

ます。当社は 2018 年３月末までの譲渡完了を目指して、必要な手続を進めてまいります。

なお、本件譲渡完了により、東芝南米社は当社の連結対象から外れることとなります。 

 

記 

 

１．本件譲渡（子会社の異動）の理由 

東芝南米社は、1968 年に操業開始した当社変圧器工場を前身とし、その後、当社の現地

におけるエネルギー及び社会インフラ事業の統括拠点として業容を拡大、2014 年からは、

当社の南米地域における代表機能を担っておりました。同社は、近年、2016 年の夏季オリ

ンピック効果も期待された中、事業拡大を目指してまいりましたが、インフレ、金利上昇、

政局混乱によるインフラ投資計画の不透明感等のブラジル市場の事業環境変化の中、同社

中核事業であり、売上のほぼ全てを占める変圧器の開発・製造・販売及び送変電システム整

備の一括請負事業等において、収益性の確保・改善が喫緊の課題となっておりました。 

当社は、恒常的に資金を創出できる事業構造への変革に向け、事業の選択と集中、既存

事業のオペレーション改善、またリスク管理の厳格化を進めておりますが、ブラジルにおけ

る変圧器及び送変電システム事業については、現状体制を維持したままでは、短期的な収益

改善が見込めず、ひいては損失拡大リスクを回避できないと判断し、損失を清算のうえ、東

芝南米社をブラジル現地のプライベートエクイティファンドである TSEA 社に譲渡すること

で、リスクを遮断することとしました。また、東芝南米社は約 733百万ブラジルレアル（約
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242 億円）の負債を抱えている為、事業譲渡にあたってはこれらの負債を返済したうえで、

本件譲渡を実施します。 

なお、東芝南米社が担っていた、ブラジルにおける社会インフラ事業については、今後

は案件毎に現地代理店を活用するなどして事業を継続し、電子デバイスについては現地販

売代理店経由での販売を継続してまいります。また南米地域における当社代表機能につい

ては、当面は現地への設置はせず、北米代表機能を担っている米国の東芝アメリカ社にて窓

口機能を代替のうえ、今後の恒久的な体制について継続検討してまいります。 

 

２．異動の方法 

（１）異動する子会社等の概要 

（１） 名 称 東芝南米社(Toshiba America do Sul Ltda.) 

（２） 所 在 地 Av. Ibirapuera, no. 2.332, Torre I, 5º Andar, 

Moema, Sao Paulo, SP, Brazil 

（３） 代表者の役職・氏名 会長 宮原 茂男、社長 Luis Carlos Borba 

（４） 事 業 内 容 送変電、太陽光発電の機器・システム等の開発・製造・

販売・エンジニアリング業務等および商業上の代表行

為。デジタル製品、電子デバイス、社会インフラ、その

他部品・周辺機器の輸出入業務 

（５） 資 本 金 614.8百万ブラジルレアル（約 203億円） 

（６） 設 立 年 月 日 2014年４月１日（注１） 

（７） 大株主及び持株比率 東芝グループ 100％ 

（８） 当事会社との関係  

 資 本 関 係 当社の連結子会社です 

 

 
人 的 関 係 

当社役職員が同社役員を兼務しています 

当社従業員が同社に出向しています 

 取 引 関 係 当社は東芝南米社に短期貸付を行っています 

（９） 最近３年間の経営成績及び財政状態 

単位：百万ブラジルレアル

（億円） 
2014年 12月期 2015年 12月期 2016年 12月期 

 純 資 産 額 663(219) 381(126) 205(68) 

 総 資 産 額 1,361(450) 1,214(401) 1,195(395) 

 売 上 高 609(201) 622(206) 474(157) 

 営 業 損 益 ▲9(▲3) ▲186(▲61) ▲116(▲38) 

 経 常 損 益 ▲70(▲23) ▲267(▲88) ▲179(▲59) 

 当 期 純 損 益 ▲46(▲15) ▲282(▲93) ▲175(▲58) 

（注１） 東芝南米社は、2014 年４月１日に設立登記され、その後 2014 年 10月 22日付

で、それまで南米地域における当社代表機能を担っていた東芝ブラジル社、電
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子デバイス販売会社の東芝エレクトロニクス・ブラジル社、社会インフラ事業

の製造・販売会社の東芝インフラシステム南米社を統合し、発足しました。 

 

 （２）譲渡の相手先の概要 

（１） 名 称 TSEA PARTICIPAÇÕES S.A. 

（２） 所 在 地 Rua Doutor Eduardo de Souza Aranha, 153, 4º 

andar, Vila Nova Conceição, na Cidade de 

São Paulo, Estado de São Paulo, CEP 04543-

120 

（３） 代表者の役職・氏名 Henry Singer Gonzalez, Nicolas Gutierrez 

Londono and Benedito Cear Luciano – 

Directors 

（４） 事 業 内 容 アセットマネジメント業務 

（５） 資 本 金 非上場のため非公表 

（６） 設 立 年 月 日 2017年 11月 21日 

（７） 連 結 純 資 産 非上場のため非公表 

（８） 連 結 総 資 産 非上場のため非公表 

（９） 大 株 主 及 び 

持 株 比 率 

 FRAM CAPITAL – GESTÃO DE ATIVOS LTDA 100% 

（10） 当事会社との関係  

 資 本 関 係 該当事項はありません 

 人 的 関 係 該当事項はありません 

 取 引 関 係 該当事項はありません 

 関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 

該当事項はありません 

 

（３）譲渡株式数及び譲渡前後の所有株式の状況 

（１） 譲渡前の所有株式数 1,369,201,091株（所有割合：100％） 

（２） 譲 渡 株 式 数 1,369,201,091株（所有割合：100％） 

（３） 本 件 譲 渡 の 対 価 約 50百万ブラジルレアル（約 17億円） （注２） 

（４） 譲渡後の所有株式数 ０株（所有割合：0.0％） 

（注２）本件譲渡の対価は、東芝南米社の 2018年 3月期末の見込値に基づいておりま

す。最終的な譲渡対価は譲渡完了時点での財務数値に基づいて決定するため、事

後的に調整される可能性があります。 
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（４）日程 

（１） 当社決議日 2018年３月 22日 

（２） 本 件 契 約 締 結 日 2018年３月 23日（本日） 

（３） 本 件 譲 渡 完 了 日 2018年３月末までに（予定） 

 

３．今後の見通し 

本件譲渡により、当社の 2017 年度第４四半期連結業績には、売却対価約 17 億円及び譲

渡に伴う損失として約 338 億円を営業外損益に計上します。これにより約 322 億円の悪化

影響が生じる予定ですが、本悪化影響は、当社が 2018年２月 14日付で公表した 2017 年度

通期連結業績見通しには、構造改革費用 600億円の一部として織込済みであり、業績見通し

を修正する予定はありません。 

 

以 上 


